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（１）趣旨 
 これまで、職場における熱中症予防対策については、平成 21年 6月 19日付け基発第 0619001号 
「職場における熱中症の予防について」に基づく対策をはじめとして、毎年重点事項を示して、その 
予防対策に取り組んできたところであり、平成 29 年においては「STOP！熱中症 クールワークキャン
ペーン」を初めて実施し、各災防団体等と連携して熱中症予防対策に取り組んできたところである。 

平成 29 年の職場における熱中症の発生状況（速報値）を見ると、死亡者数は７月に 10 人、８月に
６人で、平成 28 年の発生状況（確定値）と比較して計４人増加する結果となった。死亡災害の発生状
況を見ると、WBGT値（暑さ指数）計を事業場で準備していないために作業環境の把握や作業計画の変更
ができていない例や、熱中症になった労働者の発見や救急搬送が遅れた例、事業場における健康管理を 
適切に実施していない例などが見られる。このようなことから、職場における熱中症対策がまだ十分に
浸透していなかったと考えられ、熱中症予防対策の徹底を図ることが必要である。 

平成 30年の本キャンペーンにおいては、職場における熱中症予防対策の浸透を図るとともに、重篤
な災害を防ぐために、事業場における WBGT 値の把握や緊急時の連絡体制の整備等を特に重点的に実施
し、改めて職場における熱中症予防対策の徹底を図ることを目的とする。 

 

（２）期間 

平成 30年５月１日から９月 30日までとする。 

なお、４月を準備期間とし、政府全体の取組である熱中症予防強化月間の７月を重点取組期間と 

する。 

 

（３）熱中症による死傷者数の推移（平成 20～29年分） 

過去 10 年間（平成 20～29 年）の職場での熱中症による死亡者及び休業４日以上の業務上疾病者の
数（以下合わせて「死傷者数」という。）をみると、平成 22 年に 656 人と最多であり、その後も 400
～500人台で推移している。  
平成 29年の死傷者数は 528名、死亡者数は 16名となっており、平成 28年と比較して、死傷者数 

１割程度、死亡者数は３割程度いずれも増加している 
 

職場における熱中症による死傷者数の推移（平成 20~29 年）          (人) 

20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 

280 150 656 422 440 530 423 464 462 528 

（１７） （８） （47） （18） （21） （30） （12） （29） （12） （16） 

（  ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数  

  

   

 

 

※平成 29 年の数は、平成 30 年 1 月末時点の速報値であり、今後、修正されることがあり得る。  

 

 

 

 

 

1. 
「ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン」の実施について 

・・・・・・・厚生労働省労働基準局 安全衛生部長 

（社）全中貿ニュース 
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分類 症状 重症度 

Ⅰ度 めまい・失神 小 

  

（「立ちくらみ」という状態で、脳への血流が瞬間的に不十

分になったことを示し、“熱失神”と呼ぶこともある。） 

筋肉痛・筋肉の硬直 

      （筋肉の「こむら返り」のことで、その部分の痛みを伴う。

発汗に伴う塩分（ナトリウム等）の欠乏により生じる。こ

れを“熱痙攣”と呼ぶこともある。） 

大量の発汗 

  

Ⅱ度 頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感   

  
（体がぐったりする、力が入らないなどがあり、 往来から

“熱疲労”といわれていた状態である。）  
  

      

Ⅲ度 意識障害・痙攣・手足の運動障害   

  
（呼びかけや刺激への反応がおかしい、体がガクガクと引

きつけがある、真直ぐに走れない・歩けないなど。） 
  

  高体温   

  

（体に触ると熱いという感触がある。従来から“熱射病”や

“重度の日射病”と言われていたものがこれに相当す

る。） 
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（５）熱中症の応急処置（現場での応急処置） 

 

 

               ※熱中症を疑う症状については、 
     熱中症を疑う     ○項目「熱中症の症状と分類」を参照のこと。 
      症状の有無 
        ※ 

 

      有 

 

 

        意識の確認                     救急隊要請 

                意識がない 

                呼びかけに応じない 

     意識は清明である   返事がおかしい 

                全身が痛いなど 

  

    ①涼しい環境への避難                ①涼しい環境への避難 

 

     ②脱衣と冷却                    ②脱衣と冷却 

 

 

 

 

      水分を自力で                  

      摂取できるか                   医療機関へ搬送 

                 水分を自力で摂取 

                 できない 

      水分を 摂取できる  

    ③水分・塩分の摂取 

 

 

 

  回復する   回復しない 

※ 上記以外にも体調が悪化するなどの場合には、必要に応じて、救急隊 

 を要請するなどにより、医療機関へ搬送することが必要であること。 

 

 

 



 



 



 

 

 

 

     5 月の花 

 

 

    宇治市：三室戸寺と 

     平等院鳳凰堂の 

      紫陽花、藤、 

      つつじの花々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶本ニュースに関するご照会・ご意見等は、全中貿事務局 (大洋株式会社内) 鹿内 までお願いします。 

全中貿事務局  TEL/ 06-6443-5810  E-MAIL / zenchubo.jimukyoku@jafta.jp  

 


